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三
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二
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号
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す
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す
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提
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我
が
国
が
保
有
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
関
す
る
質
問
主
意
書

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
で
は
、
「
利
用
目
的
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
持
た
な

い
と
の
原
則
を
引
き
続
き
堅
持
」
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
以
下
の
点
を
明
示
さ
れ
た
い
。

一

二
十
六
年
末
の
我
が
国
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
有
量
は
約
四
十
七
�
八
ト
ン
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
発
電
で
の
利

用
予
定
は
何
ト
ン
か
。

二

発
電
以
外
の
利
用
目
的
量
が
あ
る
と
す
れ
ば
何
ト
ン
で
あ
り
、
主
な
利
用
目
的
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。


